
はじめに

農業振興計画の位置づけ

• ＪＡ晴れの国岡山は、未来を志向した農業生産構造への再編、農業生産
の維持・拡大、農業所得の安定と向上を目指し、農家組合員と共に歩む
農業振興方針（ビジョン）を示します。
• ビジョンでは、現状と課題を整理しつつ「基本方針・戦略・分野別振興計
画・統括本部計画」を立て、ＪＡ晴れの国岡山が「活力ある地域農業創
造の司令塔」として果たすべき姿・役割を明確にします。
• ＪＡ晴れの国岡山は、次代の農業を担う「中核的な担い手」はもとより
「多様な担い手」と共に歩む事業方針を貫き、営農・販売・経済部門はじ
め信用・共済部門を含むオールJAがワンチームになって、農業振興を実
践してまいります。
• 農業振興の実践にあたっては各行政並びに関係団体との連携を密にし、
農産・園芸・畜産の各分野別振興計画に沿って、特色あるＪＡ晴れの国
岡山「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」の育成に取り組んで
まいります。
• 農業を取り巻く情勢の変化には、地域農業の司令塔としてJAが果たすべ
き機能・役割を総合的に検証し、弾力的に計画の見直しを図り時流に
沿った機動的な対応を行ってまいります。

2022年度から2024年度の3ヵ年とし、合併当初に策定した「農業振興計
画」の内容を一部見直し、「第二次農業振興計画」として目指す姿に向かっ
て、着実に歩みを進めてまいります。

2022年6月
ＪＡ晴れの国岡山

対象期間
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第 1 部
1. 農業振興ビジョン-目指す姿-

農家組合員が作る農畜産物が、消費者の食卓で「ものがたり」として
つながる産地を目指し、作って元気！食べて元気！の輪を広げていきます。

本県の基幹的農業従事者は、2000年度は約4.8万人でしたが、2020年度には約2.9
万人の61%まで減少してきています。また、平均年齢は2000年度の67.3歳から71.5歳ま
で上昇し、高齢化による従事者の減少がうかがえます。

本県の農業産出額は2014年度以降、高付加価値農畜産物の増産動向に起因する単
価上昇に支えられて増加の傾向を示していますが、量的には農業従事者や耕地面積の
減少に伴い右肩下がりの状況にあります。

本県における1990年度から2020年度に至る経営耕地面積は約50%に減少しており、
伴って耕作放棄地は年々増加しています。これには高齢化や担い手不足などが大きく影
響していることが推測されます。

ＪＡ晴れの国岡山
「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」

作って元気！食べて元気！
「ＪＡ晴れの国岡山」産の農畜産物が、みんなを元気にする

（単位：億円）
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販売面 岡山県の農業産出額の推移

出典：農林業センサス

生産環境面 岡山県の経営耕地面積の推移
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2. 岡山県農業の現状と課題

（1）現状

基幹的農業従事者数（単位：人）

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
2000年度 2005年度 2010年度 2015年度 2020年度

出典：農林業センサス

（単位：歳）

72

71

70

69

68

67

66

65

平均年齢

岡山県の基幹的農業従事者数及び平均年齢の推移生産面

47,678 

67.3 

68.9 

70.7 
70.9 

71.5 
46,485 

48,666 

37,715 

29,253 

58,106

51,733
48,480

42,432

36,156

70,810

64,226

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

2



第 1 部
1. 農業振興ビジョン-目指す姿-

農家組合員が作る農畜産物が、消費者の食卓で「ものがたり」として
つながる産地を目指し、作って元気！食べて元気！の輪を広げていきます。

本県の基幹的農業従事者は、2000年度は約4.8万人でしたが、2020年度には約2.9
万人の61%まで減少してきています。また、平均年齢は2000年度の67.3歳から71.5歳ま
で上昇し、高齢化による従事者の減少がうかがえます。

本県の農業産出額は2014年度以降、高付加価値農畜産物の増産動向に起因する単
価上昇に支えられて増加の傾向を示していますが、量的には農業従事者や耕地面積の
減少に伴い右肩下がりの状況にあります。

本県における1990年度から2020年度に至る経営耕地面積は約50%に減少しており、
伴って耕作放棄地は年々増加しています。これには高齢化や担い手不足などが大きく影
響していることが推測されます。

ＪＡ晴れの国岡山
「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」

作って元気！食べて元気！
「ＪＡ晴れの国岡山」産の農畜産物が、みんなを元気にする

（単位：億円）
1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1, 100

1,000

1990
年度

1995
年度

2000
年度

2005
年度

2010
年度

2015
年度

2020
年度

2008
年度

1,294

1,249

2009
年度

1,242

2010
年度

1,297

2011
年度

1,319

2012
年度

1,260

2013
年度

1,235

2014
年度

1,322

2015
年度

1,446

2016
年度

1,505

2017
年度

1,401

2018
年度

1,414

2020
年度

1,417

2019
年度

出典：生産農業所得統計

販売面 岡山県の農業産出額の推移

出典：農林業センサス

生産環境面 岡山県の経営耕地面積の推移

（単位：ha）

80,000

60,000

40,000

20,000

0

2. 岡山県農業の現状と課題

（1）現状

基幹的農業従事者数（単位：人）

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
2000年度 2005年度 2010年度 2015年度 2020年度

出典：農林業センサス

（単位：歳）

72

71

70

69

68

67

66

65

平均年齢

岡山県の基幹的農業従事者数及び平均年齢の推移生産面

47,678 

67.3 

68.9 

70.7 
70.9 

71.5 
46,485 

48,666 

37,715 

29,253 

58,106

51,733
48,480

42,432

36,156

70,810

64,226

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

3



目指す姿（ビジョン）の実現

3. 基本方針（2）課題

農業者と JA などとの連携・協力
計画の着実な実践

農業振興計画

3つの視点による
5つの戦略を設定・実践

この様な現状のなかで、農業を事業基盤として農家組合員と共に歩む広域JAにとっ
て、担い手農家の育成とお互いに手を携えた永続的な農業振興が喫緊の課題です。加え
て、地域住民との触れ合いによる農業への関心とJAへの理解を深める取り組みなど、多
様な事業を展開していく必要があります。
これらの課題に果敢にチャレンジするための基本方針・戦略を設定し、ビジョンの実現
を目指してまいります。

ヒトづくり 売れる
モノづくり

生産環境
づくり

ACTION
改善

PLAN
計画

地域の農業振興なくして、JAの存在意義なし。

JAの営農指導等総合事業の発揮なくして、
地域農業の活性化なし。

JA役職員の地域農業振興への思いなくして、
「組合員・農業・地域」の元気なし。

CHECK
評価

DO
実行

スローガン

❶農業振興目標（数値化）
ＪＡ晴れの国岡山は、未来の農業を展望して管内農畜産物の振興目標数値を設定します。

❷農業の担い手育成支援（ヒトづくり）
その目標達成に向けて農業生産を営む担い手農家を類型化し、階層別に多様な担い手農家
のニーズに応じた専門指導や担い手サポート支援機能を発揮しつつ、持続可能な農業の担い
手づくりに取り組みます。

❸販売を起点とした生産拡大（売れるモノづくり）
販売を起点とした農畜産物の生産拡大については、食の信頼確保と多様化する流通への適切
な対応を念頭に、「統一ブランド」の確立と既存する「地域ブランド」の強化、「新規ブランド」へ
の取り組みに向けて、特色ある地域性を活かした産地づくりを展開します。

❹ＪＡ総合力を発揮する実践体制の充実（実践体制づくり）
農業振興戦略の実践にあたっては「人材・施設・資金・情報」の経営資源を集中して、JAの総合
力を発揮する包括的事業体制や担い手農家に出向く体制の整備を拡充します。また自己改革
の手を弛めることなく、直接販売の拡大、仕入機能集約による仕入価格の低減や物流コストの
圧縮などに取り組み、農業所得の安定と向上支援に努めます。

❺次世代につなげる農業環境の整備（生産環境づくり）
さらには、県行政をはじめとした関係団体との連携体制再編強化を図り、次世代につなげる農
業環境の整備による農業・農村の活力向上と持続化を目指します。

　以上の基本方針の下、役職員に共通するスローガンを定め、具体的に次の農業振興戦略を
強力かつ着実に前に進めて、早期実現を図ります。
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岡山県農業の振興に資する将来の目標数値及び次期3ヵ年の目標数値を次のとお
り設定します。

4. 戦 略
（1）農業振興に向けた目標数値の設定

（2）農業の担い手育成支援の充実

販売品取扱高目標

❶担い手農家の類型化と階層別支援及び既存組織支援の充実
　農業生産を支える農家構造は急速に変容しています。その状況のなかで、JA事業の基盤であ
る地域農業を核としてリードする認定農業者をはじめとする農家を「中核的な担い手」に、地
域農業・農村を支える農家を「多様な担い手」に類型化します。
　JAは類型化した担い手農家の多様なニーズへ的確に対応する階層別支援体制の充実を図り、
担い手農家と相互の信頼関係を育み、農業振興計画の実践に向かって共に歩む環境を整えます。

◆「中核的な担い手」に応じた総合支援
　担い手農家へ「出向く営農活動」の体制整備によって得られたニーズと各事業部門活動で
得られたニーズが、一か所に集まる仕組みを作ります。寄せられたニーズにはJA総合事業の強
みを活かし、営農・販売・経済・信用・共済部門が連携して農業経営の改善や安定化に寄与で
きる、包括的事業体制の下で対応していきます。

2030 年度 目標数値

岡山県の農業産出額に対する
販売品取扱高のシェア率

（単位：百万円）

（単位 : 千円）
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岡山県農業の振興に資する将来の目標数値及び次期3ヵ年の目標数値を次のとお
り設定します。

4. 戦 略
（1）農業振興に向けた目標数値の設定

（2）農業の担い手育成支援の充実

販売品取扱高目標

❶担い手農家の類型化と階層別支援及び既存組織支援の充実
　農業生産を支える農家構造は急速に変容しています。その状況のなかで、JA事業の基盤であ
る地域農業を核としてリードする認定農業者をはじめとする農家を「中核的な担い手」に、地
域農業・農村を支える農家を「多様な担い手」に類型化します。
　JAは類型化した担い手農家の多様なニーズへ的確に対応する階層別支援体制の充実を図り、
担い手農家と相互の信頼関係を育み、農業振興計画の実践に向かって共に歩む環境を整えます。

◆「中核的な担い手」に応じた総合支援
　担い手農家へ「出向く営農活動」の体制整備によって得られたニーズと各事業部門活動で
得られたニーズが、一か所に集まる仕組みを作ります。寄せられたニーズにはJA総合事業の強
みを活かし、営農・販売・経済・信用・共済部門が連携して農業経営の改善や安定化に寄与で
きる、包括的事業体制の下で対応していきます。
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JA内での横串機能（情報共有、課題解決手法の検討）
JA役員・関係部署

認定農業者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
2021年度

185
480
164
325
150
229
354
287
2,174

189
486
172
329
166
233
373
291
2,239

193
492
181
333
174
235
391
295
2,294

197
498
195
337
182
238
410
299
2,356

2022年度 2023年度 2024年度

また、生産者組織や集落営農組織構成員などへの営
農技術支援をはじめ担い手農家育成支援を目的に各種
講習会、研究会、研修会を開催します。さらには、補助事
業や収入保険制度などの情報提供を図るとともに制度
活用を提案します。これらの支援活動に取り組みつつ、
JA各事業への結集を目指します。

◆「多様な担い手」に応じた支援
生産者組織に属さない農業者や見習い
農業者などには、JAが主催する栽培講習会
への参加機会の提供や営農指導員による
指導対応などの支援活動を行います。
農業の世代交代にかかる初心者や新規
就農者には、初心者向け農業塾など営農技
術全般に亘る知識を習得する機会を提供
して、スムーズな就農や経営移譲を支援し
ます。
女性農家については、6次産業化に重要

な役割を果たす担い手、地域農業・農村の
生活を支える担い手として、その能力がさ
らに発揮できる環境づくりを応援します。
また、農業を志向する地域住民に対して
は、広くJA事業理解者の発掘機会と捉え、
直売所への出荷誘導はじめJA総合事業の
利用者増進へとつなげていきます。
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JA内での横串機能（情報共有、課題解決手法の検討）
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❷担い手農家への産地実態に応じた農作業など労働力の支援
農業就農人口、農業労働人口は全国的に減少しており、農業の維持継続や担い手農家の規
模拡大を妨げる課題かつ耕作放棄地を増加させる要因になっています。
この状況を踏まえ各行政並びに関係団体と連
携して、担い手農家の労働力を支援する仕組みに
ついて検討を進め、耕作地の維持拡大に努めます。
その一環として、JAによる農作業受託支援、無
料職業紹介事業や農福連携をとおしたマッチン
グ支援とともに外部企業と連携する1
日農業バイトマッチングアプリの活用
促進などに取り組みます。

新規就農者、帰農者など次代の地域農業を担う就農者の確保に向けて、各行政並びに関係
団体や受け入れ生産者組織と連携して、農地確保・営農技術習得・農業経営の確立を図るた
めの制度活用・就農及び生活環境の整備などを支援していきます。
また必要に応じて、農業経営の継承や資産が次代を担う就農者に円滑に引き継げる支援活
動にあたります。

新規就農者数の目標（単年度）

目　　標
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岡山県の新規就農者数の推移
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➡単純な手作業が中心
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収穫、調整など 剪定、摘果など

耕起・整地、播種・移植、収穫

果 樹

土地利用型作物
（水田作・畑作）

➡知識と経験が必要な
　手作業が中心

知識と経験を備えた人材が多数必要

➡農機操作が中心のため
　一定の技術が必要
技術を有する人材が一定数必要

出典：岡山県農林水産部調べ
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つける」= 好

循環をつくる
！経験はどんなに

持っていてもじゃ
まにならない。糧

になる！

明日ひまだな～と思ったら

じゃがいもの花言葉‥「慈愛」

みんなの力で農産物のおいしさを届けよう私の居場所見つけた！

まずは1日だけでもやってみませんか？
横断歩道ではありません…本物のカッコウを聞いたことありますか

？

これって社会貢献？

広大な景色

少しだけ働
きたい

これからは
副業の時代

友達と一緒に

新しいバイトシステム

田舎から新しい風を吹かせよう！

農家さん友達できました。

保険も
加入し

てあり
安心

I love NIPPON♡

家族のレジャー代わりに

誰かに認めら
れたい 畑でランチし

ませんか？

男爵
きた
ひめ

メークイン
スノー

デン

リピーター率9割以上

親子で行
くなら親も

安心、子も
心強い

一度やってみた
かった

キツネに会える
かも？

農業
に憧
れて
たの

自分が収穫した野菜、どこかで誰かが美味しそうに食べてるんだ

自然に触れてリフレッシュ

経験から得られることは多い

農業のノウハウを学べる

収穫の喜びを体験

人間関
係の温

かさに
触れら

れた将来
の就
農を
考えて

学び
なが
らお
給料
もらっ

ちゃう

人と
違う
経験
をし
たい

こん
なシ
ステ
ム欲
しか
った

畑で朝活 とうや

ノーザン
ルビー

エゾシカ
に会える

かも？

トヨシロ

きた
むら
さき

きた
ひめ

所得
向上

健
康
増
進

一
度
きり
の
人
生
、

晴耕雨読

人の力の尊さ新鮮な空気を吸ったらなんかひらめいた

得た知識を家庭
菜園に活用

農業って子育てみたい
成長がウレシ

イ
開放感を味わいたい
Let
’s g
o 農
活！

働き
方改
革始
動！

漁業にチャレンジしたい

人と違う経験をしたい

うちの
子
にも経
験させ
た
い

国の政策もいいけど自分たちで出来ることがあった

乗
り
合
い
タク
シ
ー
制
度
も
検
討
中
な
ん
だ
っ
て

ホ
ン
ト
助
か
り
ま
す
。

色々体
験して

何かを
見つけ

たい

またよ
ろしくお

願いし
ます。

長芋の
花、見た

ことあ
ります

か？
バン
ビが
遊び
にく
るか
も？

今年
も待
ってま

した！
！！

身
体
を
動
か
す
って
気
持
ち
い
い

自
分
を
必
要
とし
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た

慣
れ
た
農
家
さ
ん
で
気
楽
に

リフ
レッ
シュ
した
らい
いべ
さ

規則
正し
い生
活の
きっ
かけ
に

人
の
た
め
に
な
るこ
とを
した
か
った

美
味
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、楽
し
く
働
こ
う

手
塩
に
か
け
た
農
作
物
、人
手
不
足
な
ん
か
で
無
駄
に
で
き
な
い

農作業って色々あるんだね、

自分にあった仕事を見つけよう

リピーターさん頼りにしてます。
何かあればお気軽に相談してください。

老若
男女
、集ま

れ～

短期でサクッと稼ぎたい

ハート型のじゃがいもを探せ！…いいことあるかも。

人の原点に戻って、自分を見つめ直したい。

また行き
たい

いい
農家
さん
と出
会え
てう
れし
い

こんな
働き方

ならず
っと続

けられ
る

私にも出来るこ
と見つけた

新規就農の勉強に

農家の文句は

お
気
に
入
り
農
家
を
み
つ
け
よう

Wワーク。
国もすすめています！誰

か
の
役
にた
つ

えぞりすが横切ります。

自
由
気
ま
ま
に

自
分
の
予
定
で

I a
m 
Iro
n M
an
. 畑か

ら見る夕
日も 長芋

の花
言葉
‥

「
恋
の
た
め
息
」

「
気
長
」

素敵で
す。

自分のライフスタイルに合わせて！

ここ
でし
か聞
けな
い、

貴重
な話
を聞
くチ
ャン
ス！

俺に言えぇ!!なまら、楽しい！長芋のように粘り強く！
吹き抜ける風が気持ちいい。

この日は暇なんだよな

自
分
の
力
で
稼
ぐ

自分の
好きな

作物で
選ぼう

かな

自然に囲まれてみたい

皆の力で全部収穫してみせる

農業王国をこの手で支えよう！

食育、命のすばらしさを発信

食べ
るこ
とは

生き
るこ
と

出来
立て
の作
物を
手に
でき
る、命

って
あり
がた
い

農
業
を
学
び
た
い
人
に
は
活
き
た
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

全
国
の
美
味
し
い
野
菜
の
秘
密
わ
か
っ
た

規定の時間で帰れるからいいね

夏
は
キ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
農
家
バ
イ
ト

も
う
食
べ
残
し
は
で
き
な
い
ね

リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、

W
ワ
ー
ク
し
て
み
た
か
っ
た
。

農家
って大

変？

私も
小さ
な種
を蒔
き、

実り
ある
人生
を！

生の
声が
聞け
る

「
お
い
し
い
も
の
」を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
よ
う

ど
ん
ど
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に！

当
た
り
前
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
味
を
実
感

農
業
っ
て
未
来
が
あ
る
ん
で
な
い
か
い
？

迷ってい
るならや

ってみよ
う

農業バ
イトの

ススメ
。

今だからで
きること、今

しかできな
いことしたい

！

じゃ
がい
もの
花の
色の
違い
知っ
てま
すか
？「じゃ

がい
も」と

一言
で言
っても

種類
は沢
山…

色々
な品
種に
出会
える
かも
。

農家バイト求人
100％達成御礼

申し上げます。

広大な畑の中にいたら悩みなんて吹っ飛んだ

フロンティアスピリット

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

こ
ん
な
働
き
方
し
た
か
っ
た

ご
当
地
限
定
バ
イ
ト
体
験
し
た
い

日本
中に
広げ
よう友

達の
輪、輪

っ!

作業
風景
、動
画で
見れ
ます
。

農
作
物
に
感
謝

冬
は
ス
キ
ー
、ス
ノ
ボ
、春
秋
は
農
業
バ
イ
ト
で
資
金
稼
ぎ

無
理
な
く
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
。

長
芋
の
赤
ち
ゃ
ん

「
む
か
ご
」知
っ
て
ま
す
か
？

食
育
、命
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信

副
業
O
Kの
会
社
で
働
き
た
い
！

い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
に
行
っ
て
み
た
い
！

開放感を味わいたい

農家の人手不足・・皆で参加したら解消できるんじゃない？

スーパーヤサイ人にならねぇか？

家族と
一緒に

働ける
喜び♡

友達と一緒に働ける喜び♡

彼と一緒に働ける喜び♡

彼女と一緒に働ける喜び♡

I  love 国産作物♡これが本当の新鮮だ！

考えるだけでなく

行動に移すことが大切

1週間に1日1ヶ月に1日でも
1年に1日でも

空い
てる
日を
無駄
なく
過ご
す

時は
金な
り

日本の
農業は

米作り
から始

まった
…

農とい
う原点

へ帰ろ
う。

時
間
の
有
効
利
用

ご趣味は？「休日農業」です

AI、ITもスゴイけどやっぱり人の手が必要
副業に

最適

明日のランチは豪華に

北あかり

北海こ
がね

ハイキン
グの代わ

りに農業

健康のために
心配な

いさ～

おこづかい1万円増やそう

スマホで簡単

農業×デジタル

未来のために

何買お
う？

初め
は誰
でも
初心
者！

ジョギングしてもお金貰えないし

ダイエット！

出面さん革
命！！

欲しか
ったア

レが買
える？

筋トレになるかな？

結構楽しいかも

手数料なし

中抜きなし

全額受け取り
色々掛け持ち

じゃがいものように、みんなに愛されたい！

新鮮な空気を吸って心が浄化されました。

気持ちもアップ時間をお金に変える。誰よりも 四季を感じられる

手取りアップ

漁業・農業の
未来のため

に

じゃ
がい
も大
好き

お肉
もお
魚も
大好
き

地元の未来
のために

修学旅行費は自分で稼ぐ！

今日は子供を実家に預け
て農業

あれを買おう！

あと少し収入が

私もハッピー！農家さんもハッピー！

初春～晩秋ま
でいやいや来

年も再来年も
お願いします

。

みんなハッピー！

働い
た分
が自
分の
もの
に

夫婦
で仲
良く

イン
カの
めざ
め

家族
一緒
に

デート代
わりに

兄弟仲良く

農家さんあり
がとう

友達増えた

自分の力を活かせる

アプリで登録

良土是宝

ありがとう
って嬉しい

お疲れ
様って

気持ち
良い

実は農業をやりたかった

なんだか気に入ってもらえた

つくる人、食べる人を元気に

汗かくって楽しい

この日暇なんだよな

ひとつひとつの作物の命、無駄にしたくない！

自分
のた
め

労働と対
価

無料のアプリでお手軽に

財布にゆとり気持ちにゆとり

動きやすく、汚れてもいい服装と長靴があればいいんだね

新緑の初夏～紅葉の秋…季節の移り変わりを感じながら働きませんか？

コレも縁！

毎
日
で
も
O
K！

一
じ
ゃ
が
入
魂

「お
いし
いも
の」
をた
くさ
んの
人に
届け
よう

新たな出会
いがあるか

も何事
も体
験

漁業も

福祉も

大和
魂！

人と
人を
農が
つな
ぎ

未来
をつ
くる！

地元大好き！

農業
って

澄ん
だ空
気

広大
な畑

カッ
コ
い
い！

人のた
め

そうだ、1日
バイトしよう

"百姓
貴族"

におれ
はなる

っ!!自分が携わ
った作物が

全国へ！

自分で選べるからお気に入りの農家に行
けるよ

うちの会社も副業解禁してくれないかな？

素敵な農家さんを見つけてリピーターに

台風、長雨、日照不足、干ばつに耐えた作物をこの手で全国へ届ける

ひげのない長芋知ってますか？

自分で年収調整できてイイ！

豆のようにマ
メになりたい

青
い
空
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
畑
、新
鮮
な
空
気

丹精込めて育
てた作物が破

棄されてしまう
のは切ない。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス！

レ
ア
な
形
の
じ
ゃ
が
い
も
を
見
つ
け
よう
！

い
つも
の
農
家
で、

いつ
もの
作物
なら
安心
！

マチルダ（豊作の女神）

誠
実
な
方
、や
さ
し
い
農
家
さ
ん
、大
集
合

JAは
利
益
追
求
だ
け
で
は
な
く
、

思
い
立
っ
た
ら
や
る
っ
き
ゃ
な
い
っ
し
ょ

相
互
扶
助
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

時間を活かせる

農
業
も
経
験
し
て
お
こう
！

©ソラとサン

空
い
た
時
間
で

   

気
軽
に
農
業
！

田
植
え
な
ん
て

初
め
て
♪
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❷担い手農家への産地実態に応じた農作業など労働力の支援
農業就農人口、農業労働人口は全国的に減少しており、農業の維持継続や担い手農家の規
模拡大を妨げる課題かつ耕作放棄地を増加させる要因になっています。
この状況を踏まえ各行政並びに関係団体と連
携して、担い手農家の労働力を支援する仕組みに
ついて検討を進め、耕作地の維持拡大に努めます。
その一環として、JAによる農作業受託支援、無
料職業紹介事業や農福連携をとおしたマッチン
グ支援とともに外部企業と連携する1
日農業バイトマッチングアプリの活用
促進などに取り組みます。

新規就農者、帰農者など次代の地域農業を担う就農者の確保に向けて、各行政並びに関係
団体や受け入れ生産者組織と連携して、農地確保・営農技術習得・農業経営の確立を図るた
めの制度活用・就農及び生活環境の整備などを支援していきます。
また必要に応じて、農業経営の継承や資産が次代を担う就農者に円滑に引き継げる支援活
動にあたります。

新規就農者数の目標（単年度）

目　　標
2022年度 2023年度 2024年度

多
く
の
人
材
が
必
要

熟練技術が要求

（単位：人）
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2011
年度

■新規学卒就農　■Uターン　■新規参入（非農家出身）

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2021
年度

2020
年度

❸新規就農者などの確保、育成

岡山県の新規就農者数の推移

（単位：経営体）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
勝 英
合 計

果樹・野菜

➡単純な手作業が中心

作業量が多く、多数の人材が必要

収穫、調整など 剪定、摘果など

耕起・整地、播種・移植、収穫

果 樹

土地利用型作物
（水田作・畑作）

➡知識と経験が必要な
　手作業が中心

知識と経験を備えた人材が多数必要

➡農機操作が中心のため
　一定の技術が必要
技術を有する人材が一定数必要

出典：岡山県農林水産部調べ

統括本部
実　　績
2021年度

農業・漁業
・福祉に興味あるなら

農業・漁
業・福祉をリアルに実感！

自分の
ため、家族のため、農家のため、

日本のため
・・一石何鳥？？？

まずバイトで体験

madei n Japan. 

1日単位で働けるから便利

夏休みは農業バイトツアーいかが？

自然に触れて気分転換

人の原点に戻って、

誰でもできます。

大丈夫！

自分を見つめ直したい。

農家さん選びは早い者勝ち！

学費
を稼
ごう

子供の塾代稼ぐぞやってみたらいいっしょ？…そだね。

バ
イ
ト
で
稼
い
で
ラ
イ
ブ
に
行
く
ぞ！
グ
ッ
ズ
も
買
う
ぞ！

社
会
問
題
の
人
出
不
足
…
み
ん
な
の
手
で
解
消！

みん
なで
日本
の農
業を
守ろ
う

農
業
バ
イト
し
な
が
ら日
本
一
周
旅
行
もア
リ

消費
者と
農家
を結
ぶ懸
け橋
に！

日本
の一
次産
業を
守ろ
う

「い
ただ
きま
す」
って
しあ
わせ

人は
皆、

支え
あっ
て生
きて
いる
。

誰よ
りも
先に
旬を
味わ
う。

日々
の当
たり
前は
農家
さん
のお
かげ
だね

農業バイトは期間限定、今しかできないバイトをしてみよう！

農業バイトは農
業のサポーター

農家さん
に認証さ

れるよう頑
張ろう！

漁業体
験して

みたい

たまのバイ
トで小遣い

稼ぎ

旅行資金貯めるぞ

野鳥のさえずりを聞き
ながら働きませんか？

い
つ
も
食
べ
て
い
る
も
の
、

誰
が
作
ってど

こ
か
ら
来
て
い
る
か

知
って
い
ま
す
か？

おひと
り様歓

迎

ふらりと参加してみませんか？

私
も
助
か
る
、農
家
も
助
か
る

現地ま
でスマ

ホナビ
で行け

ちゃう

どんなに
便利な世

の中でも
人の力で

支えられ
ている！

ちゃんと、まかなってき
てね。

ス
マ
ホ
で
楽
々
申
し
込
み

年齢不問！

まずはQRコードをスマホで撮影

当日現金払いも出来るって

皆の手で日本の
おいしい野菜を

守ろう

家庭菜園好きな
方、プロの野菜

作りを間近で

「お気に入り
農家を見つけ

る」＋「ステキ
な人材リピー

ターさんを見
つける」= 好

循環をつくる
！経験はどんなに

持っていてもじゃ
まにならない。糧

になる！

明日ひまだな～と思ったら

じゃがいもの花言葉‥「慈愛」

みんなの力で農産物のおいしさを届けよう私の居場所見つけた！

まずは1日だけでもやってみませんか？
横断歩道ではありません…本物のカッコウを聞いたことありますか

？

これって社会貢献？

広大な景色

少しだけ働
きたい

これからは
副業の時代

友達と一緒に

新しいバイトシステム

田舎から新しい風を吹かせよう！

農家さん友達できました。

保険も
加入し

てあり
安心

I love NIPPON♡

家族のレジャー代わりに

誰かに認めら
れたい 畑でランチし

ませんか？

男爵
きた
ひめ

メークイン
スノー

デン

リピーター率9割以上

親子で行
くなら親も

安心、子も
心強い

一度やってみた
かった

キツネに会える
かも？

農業
に憧
れて
たの

自分が収穫した野菜、どこかで誰かが美味しそうに食べてるんだ

自然に触れてリフレッシュ

経験から得られることは多い

農業のノウハウを学べる

収穫の喜びを体験

人間関
係の温

かさに
触れら

れた将来
の就
農を
考えて

学び
なが
らお
給料
もらっ

ちゃう

人と
違う
経験
をし
たい

こん
なシ
ステ
ム欲
しか
った

畑で朝活 とうや

ノーザン
ルビー

エゾシカ
に会える

かも？

トヨシロ

きた
むら
さき

きた
ひめ

所得
向上

健
康
増
進

一
度
きり
の
人
生
、

晴耕雨読

人の力の尊さ新鮮な空気を吸ったらなんかひらめいた

得た知識を家庭
菜園に活用

農業って子育てみたい
成長がウレシ

イ
開放感を味わいたい
Let
’s g
o 農
活！

働き
方改
革始
動！

漁業にチャレンジしたい

人と違う経験をしたい

うちの
子
にも経
験させ
た
い

国の政策もいいけど自分たちで出来ることがあった

乗
り
合
い
タク
シ
ー
制
度
も
検
討
中
な
ん
だ
っ
て

ホ
ン
ト
助
か
り
ま
す
。

色々体
験して

何かを
見つけ

たい

またよ
ろしくお

願いし
ます。

長芋の
花、見た

ことあ
ります

か？
バン
ビが
遊び
にく
るか
も？

今年
も待
ってま

した！
！！

身
体
を
動
か
す
って
気
持
ち
い
い

自
分
を
必
要
とし
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た

慣
れ
た
農
家
さ
ん
で
気
楽
に

リフ
レッ
シュ
した
らい
いべ
さ

規則
正し
い生
活の
きっ
かけ
に

人
の
た
め
に
な
るこ
とを
した
か
った

美
味
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、楽
し
く
働
こ
う

手
塩
に
か
け
た
農
作
物
、人
手
不
足
な
ん
か
で
無
駄
に
で
き
な
い

農作業って色々あるんだね、

自分にあった仕事を見つけよう

リピーターさん頼りにしてます。
何かあればお気軽に相談してください。

老若
男女
、集ま

れ～

短期でサクッと稼ぎたい

ハート型のじゃがいもを探せ！…いいことあるかも。

人の原点に戻って、自分を見つめ直したい。

また行き
たい

いい
農家
さん
と出
会え
てう
れし
い

こんな
働き方

ならず
っと続

けられ
る

私にも出来るこ
と見つけた

新規就農の勉強に

農家の文句は

お
気
に
入
り
農
家
を
み
つ
け
よう

Wワーク。
国もすすめています！誰

か
の
役
にた
つ

えぞりすが横切ります。

自
由
気
ま
ま
に

自
分
の
予
定
で

I a
m 
Iro
n M
an
. 畑か

ら見る夕
日も 長芋

の花
言葉
‥

「
恋
の
た
め
息
」

「
気
長
」

素敵で
す。

自分のライフスタイルに合わせて！

ここ
でし
か聞
けな
い、

貴重
な話
を聞
くチ
ャン
ス！

俺に言えぇ!!なまら、楽しい！長芋のように粘り強く！
吹き抜ける風が気持ちいい。

この日は暇なんだよな

自
分
の
力
で
稼
ぐ

自分の
好きな

作物で
選ぼう

かな

自然に囲まれてみたい

皆の力で全部収穫してみせる

農業王国をこの手で支えよう！

食育、命のすばらしさを発信

食べ
るこ
とは

生き
るこ
と

出来
立て
の作
物を
手に
でき
る、命

って
あり
がた
い

農
業
を
学
び
た
い
人
に
は
活
き
た
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

全
国
の
美
味
し
い
野
菜
の
秘
密
わ
か
っ
た

規定の時間で帰れるからいいね

夏
は
キ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
農
家
バ
イ
ト

も
う
食
べ
残
し
は
で
き
な
い
ね

リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、

W
ワ
ー
ク
し
て
み
た
か
っ
た
。

農家
って大

変？

私も
小さ
な種
を蒔
き、

実り
ある
人生
を！

生の
声が
聞け
る

「
お
い
し
い
も
の
」を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
よ
う

ど
ん
ど
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に！

当
た
り
前
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
味
を
実
感

農
業
っ
て
未
来
が
あ
る
ん
で
な
い
か
い
？

迷ってい
るならや

ってみよ
う

農業バ
イトの

ススメ
。

今だからで
きること、今

しかできな
いことしたい

！

じゃ
がい
もの
花の
色の
違い
知っ
てま
すか
？「じゃ

がい
も」と

一言
で言
っても

種類
は沢
山…

色々
な品
種に
出会
える
かも
。

農家バイト求人
100％達成御礼

申し上げます。

広大な畑の中にいたら悩みなんて吹っ飛んだ

フロンティアスピリット

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

こ
ん
な
働
き
方
し
た
か
っ
た

ご
当
地
限
定
バ
イ
ト
体
験
し
た
い

日本
中に
広げ
よう友

達の
輪、輪

っ!

作業
風景
、動
画で
見れ
ます
。

農
作
物
に
感
謝

冬
は
ス
キ
ー
、ス
ノ
ボ
、春
秋
は
農
業
バ
イ
ト
で
資
金
稼
ぎ

無
理
な
く
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
。

長
芋
の
赤
ち
ゃ
ん

「
む
か
ご
」知
っ
て
ま
す
か
？

食
育
、命
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信

副
業
O
Kの
会
社
で
働
き
た
い
！

い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
に
行
っ
て
み
た
い
！

開放感を味わいたい
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家族と
一緒に

働ける
喜び♡
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彼女と一緒に働ける喜び♡

I  love 国産作物♡これが本当の新鮮だ！

考えるだけでなく

行動に移すことが大切

1週間に1日1ヶ月に1日でも
1年に1日でも

空い
てる
日を
無駄
なく
過ご
す

時は
金な
り

日本の
農業は

米作り
から始

まった
…

農とい
う原点

へ帰ろ
う。

時
間
の
有
効
利
用

ご趣味は？「休日農業」です
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副業に

最適
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北海こ
がね

ハイキン
グの代わ

りに農業

健康のために
心配な

いさ～

おこづかい1万円増やそう

スマホで簡単

農業×デジタル

未来のために

何買お
う？

初め
は誰
でも
初心
者！

ジョギングしてもお金貰えないし

ダイエット！

出面さん革
命！！

欲しか
ったア

レが買
える？

筋トレになるかな？

結構楽しいかも

手数料なし

中抜きなし
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未来のため

に

じゃ
がい
も大
好き

お肉
もお
魚も
大好
き

地元の未来
のために
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て農業

あれを買おう！
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初春～晩秋ま
でいやいや来

年も再来年も
お願いします

。
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働い
た分
が自
分の
もの
に

夫婦
で仲
良く

イン
カの
めざ
め

家族
一緒
に

デート代
わりに

兄弟仲良く
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がとう

友達増えた
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ありがとう
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お疲れ
様って

気持ち
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自分
のた
め

労働と対
価

無料のアプリでお手軽に

財布にゆとり気持ちにゆとり

動きやすく、汚れてもいい服装と長靴があればいいんだね

新緑の初夏～紅葉の秋…季節の移り変わりを感じながら働きませんか？

コレも縁！

毎
日
で
も
O
K！

一
じ
ゃ
が
入
魂

「お
いし
いも
の」
をた
くさ
んの
人に
届け
よう

新たな出会
いがあるか

も何事
も体
験

漁業も

福祉も

大和
魂！

人と
人を
農が
つな
ぎ

未来
をつ
くる！

地元大好き！

農業
って

澄ん
だ空
気

広大
な畑

カッ
コ
い
い！

人のた
め

そうだ、1日
バイトしよう

"百姓
貴族"

におれ
はなる

っ!!自分が携わ
った作物が

全国へ！

自分で選べるからお気に入りの農家に行
けるよ

うちの会社も副業解禁してくれないかな？

素敵な農家さんを見つけてリピーターに

台風、長雨、日照不足、干ばつに耐えた作物をこの手で全国へ届ける

ひげのない長芋知ってますか？

自分で年収調整できてイイ！

豆のようにマ
メになりたい

青
い
空
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
畑
、新
鮮
な
空
気

丹精込めて育
てた作物が破

棄されてしまう
のは切ない。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス！

レ
ア
な
形
の
じ
ゃ
が
い
も
を
見
つ
け
よう
！

い
つも
の
農
家
で、

いつ
もの
作物
なら
安心
！

マチルダ（豊作の女神）

誠
実
な
方
、や
さ
し
い
農
家
さ
ん
、大
集
合

JAは
利
益
追
求
だ
け
で
は
な
く
、

思
い
立
っ
た
ら
や
る
っ
き
ゃ
な
い
っ
し
ょ

相
互
扶
助
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

時間を活かせる

農
業
も
経
験
し
て
お
こう
！

©ソラとサン

空
い
た
時
間
で

   

気
軽
に
農
業
！

田
植
え
な
ん
て

初
め
て
♪
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農家後継者
農外からの就農者

地域農業を盛り上げていく
パートナーシップに基づき
目標を共有・実践

JA

JA 生産者
組織

課 題 解決
手段

❹生産者組織活動の活性化
生産者組織は「中核的な担い手」として、農業振興計画の実践に極めて重要なパートナー

です。ＪＡ晴れの国岡山産ブランドの育成を見据えて、共に地域農業を盛り上げていきます。
また、生産者組織とJAとは目指す方向を一にし、各行政並びに関係団体と連携して補助事
業など産地づくり支援施策の導入や就農者の育成確保を図ります。
組織化がなされていない作目、地域については、お互いの営農目的や利便性を明確にした
組織化を推進します。

❺集落営農の組織化、法人化、広域連携
■「中核的な担い手」のニーズに応じた総合支援
高齢化の進展に伴い、農業経営の自己完結が困難

になりつつあります。その傾向が顕著な集落について
は、より効率的な農業経営の実現を目指して農業機械
の共同所有と共同作業を可能にする集落営農の組織
化を推進します。
また、任意の集落営農組織に対しては、社会保険の
適用など労働環境の整備による人材確保や取り引き
に対する信用力の向上に資するため、法人化への誘
導を図ります。

■集落営農組織の広域連携
集落営農組織に顕在化する課題の改善に向けて、相互連携の取り組みを助長する観点か

ら、組織間のネットワーク化、農業機械の広域的な共同利用、生産資材の共同購入、労働力や
人材の相互有効活用などを推進します。

新規就農者

生産者組織
熟練農家

連携 連携

中核的な担い手へ

○個人では農業機械購入が困難
○高齢のため農作業が困難 ○集落営農組織化により農業機械の

　共同所有と共同作業を実現

行政並びに
関係団体

●研修受け入れ　●営農技術指導
●青色申告指導　●営農資金支援

●中古施設・農地の仲介
●補助事業支援
●研修の実施

育 成 支 援

負担
軽減

集落営農の組織化

課 題 解決
手段

○労働力が不足
○任意組織はより慎重な
　融資審査が必要

○法人化による社会保険の適用など
　労働環境の整備により人材確保
○法人化による取引上の信用力の向上

負担
軽減

集落営農の法人化

課 題 解決
手段

○ヒト・モノ・カネの不足による
　法人の運営などが困難

負担
軽減

集落営農組織（法人含む）
の広域連携

○法人間連携により不足する
　経営資源を充足

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

12



農家後継者
農外からの就農者

地域農業を盛り上げていく
パートナーシップに基づき
目標を共有・実践

JA

JA 生産者
組織

課 題 解決
手段

❹生産者組織活動の活性化
生産者組織は「中核的な担い手」として、農業振興計画の実践に極めて重要なパートナー

です。ＪＡ晴れの国岡山産ブランドの育成を見据えて、共に地域農業を盛り上げていきます。
また、生産者組織とJAとは目指す方向を一にし、各行政並びに関係団体と連携して補助事
業など産地づくり支援施策の導入や就農者の育成確保を図ります。
組織化がなされていない作目、地域については、お互いの営農目的や利便性を明確にした
組織化を推進します。

❺集落営農の組織化、法人化、広域連携
■「中核的な担い手」のニーズに応じた総合支援
高齢化の進展に伴い、農業経営の自己完結が困難

になりつつあります。その傾向が顕著な集落について
は、より効率的な農業経営の実現を目指して農業機械
の共同所有と共同作業を可能にする集落営農の組織
化を推進します。
また、任意の集落営農組織に対しては、社会保険の
適用など労働環境の整備による人材確保や取り引き
に対する信用力の向上に資するため、法人化への誘
導を図ります。

■集落営農組織の広域連携
集落営農組織に顕在化する課題の改善に向けて、相互連携の取り組みを助長する観点か

ら、組織間のネットワーク化、農業機械の広域的な共同利用、生産資材の共同購入、労働力や
人材の相互有効活用などを推進します。

新規就農者

生産者組織
熟練農家

連携 連携

中核的な担い手へ

○個人では農業機械購入が困難
○高齢のため農作業が困難 ○集落営農組織化により農業機械の

　共同所有と共同作業を実現

行政並びに
関係団体

●研修受け入れ　●営農技術指導
●青色申告指導　●営農資金支援

●中古施設・農地の仲介
●補助事業支援
●研修の実施

育 成 支 援

負担
軽減

集落営農の組織化

課 題 解決
手段

○労働力が不足
○任意組織はより慎重な
　融資審査が必要

○法人化による社会保険の適用など
　労働環境の整備により人材確保
○法人化による取引上の信用力の向上

負担
軽減

集落営農の法人化

課 題 解決
手段

○ヒト・モノ・カネの不足による
　法人の運営などが困難

負担
軽減

集落営農組織（法人含む）
の広域連携

○法人間連携により不足する
　経営資源を充足
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（3）販売を起点とした生産拡大の取り組み
❶消費者（実需者）ニーズに対応する生産販売の方向
ＪＡ晴れの国岡山は、大規模JAの強みを活か

して経営資源を営農販売に集中させ、生産拡大と
有利販売に取り組みます。消費者（実需者）が期
待する農畜産物の品質と量の維持確保を基本と
して産地間連携を進め、商標登録などによるＪＡ
晴れの国岡山「統一ブランド」の醸成、「地域ブラ
ンド」の強化、「新規ブランド」の育成を図ります。
市場販売面では、パートナー市場を設定し、生
産と流通の連携強化による値決め販売、大口商
談、輸出需要への対応など売り筋開拓による有
利販売を追求します。さらに、消費地においては効果的なPR活動として産地・生産者の「顔の
見える消費宣伝フェア」を実施します。また、他企業とのコラボにより効率的な宣伝を行います。
業務用、加工用の契約栽培農産物については、取引価格の交渉と相まって作付けの普及拡大
を推進します。
一方では、買取販売やインターネット販売機能の強化、さらには学校給食や飲食業界への進
出強化など販売チャネル拡充に積極的に取り組み、農家の販売先選択肢の
拡大及び満足度の向上に結びつけます。
直売所については、出荷者側と消費者側の利用者双方の利便性の観点

から立地や施設等諸条件を考慮のうえ、販売品取扱高の向上と収支が見込
める拠点については積極的な投資による事業再編を行
い、管内農畜産物の直接販売を増強し、農家手取りの
最大化に努めます。

❷統括本部エリアを越えた広域的な生産販売の取り組み
地域ブランドはその維持強化を図り

つつ、発展的に既存エリアを越えた外延
的生産拡大を検討します。広域化が有利
販売につながる品目は、産地間連携・統
合による「統一ブランド化」や南部産地
から北部産地へとつながる「リレー出荷
による長期販売体制の構築」など総合
的に検討を加え、より有益な方向へと誘
導していきます。新規品目は統一ブラン
ドとしての育成を目指した生産振興に取
り組みます。
 運送面においては業界の再編動向を注視しながら、集出荷・運送体制の再検討やリレー出
荷による出荷期間の延長、統一ブランドによる出荷ロットの増大などによる、輸送手段の安定
確保とコスト低減に取り組みます。
直売所においては広域的交流・連携ができる運営体制や運用機能の改善に取り組み、JAな

らではの多彩な品揃えなどをとおして集客力の増加につなげます。同時に、消費者の食卓へ
「美味しい」と「満足」を届ける架け橋として生産者の品質や安全・安心へのこだわりをPRする
イベントの開催などによって「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げ、出荷者と消費者相
互の利用拡大、販売品取扱高のアップ、消費者の農業へ対する理解の深化を図ります。

量
販
店

卸
売
市
場

加
工
業
者

中
食
・
外
食
業
者

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

食
品
業
者

そ
の
他
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（単位：経営体）

JAの取り組み
●「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」
の育成

●産地の連携体制の強化
●全農や行政などと連携し、大都市圏及び県内で
の営業活動

●県内外の食品業者、加工業者、中食・外食業者
などと生産者のマッチング

●担い手・生産者組織などへの実需者ニーズに応じた
生産提案

営業活動の展開 ニーズの収集

組織面では、今後の地域農業の在り方について従来
の生産者組織域や統括本部の枠を越えて共に語り、共
に認識し、改革を要する共通課題には迅速かつ円滑な
対応を可能にする環境づくりに取り組みます。具体的
には、人的資源である産地リーダーが結集して、将来の
産地の在り方やブランド化、産物のロット拡大など産地
のパワーアップについて協議・改善をする産地振興連携
体制の広域化と活動の活性化を図ります。

オンラインショップ

生産企画の提案

多様な農家ニーズへの対応

目　　標
2022年度 2023年度 2024年度

統括本部
実　　績
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46
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18
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13
56
31
45
84
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224
86

18
17
14
57
32
45
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（3）販売を起点とした生産拡大の取り組み
❶消費者（実需者）ニーズに対応する生産販売の方向
ＪＡ晴れの国岡山は、大規模JAの強みを活か

して経営資源を営農販売に集中させ、生産拡大と
有利販売に取り組みます。消費者（実需者）が期
待する農畜産物の品質と量の維持確保を基本と
して産地間連携を進め、商標登録などによるＪＡ
晴れの国岡山「統一ブランド」の醸成、「地域ブラ
ンド」の強化、「新規ブランド」の育成を図ります。
市場販売面では、パートナー市場を設定し、生
産と流通の連携強化による値決め販売、大口商
談、輸出需要への対応など売り筋開拓による有
利販売を追求します。さらに、消費地においては効果的なPR活動として産地・生産者の「顔の
見える消費宣伝フェア」を実施します。また、他企業とのコラボにより効率的な宣伝を行います。
業務用、加工用の契約栽培農産物については、取引価格の交渉と相まって作付けの普及拡大
を推進します。
一方では、買取販売やインターネット販売機能の強化、さらには学校給食や飲食業界への進
出強化など販売チャネル拡充に積極的に取り組み、農家の販売先選択肢の
拡大及び満足度の向上に結びつけます。
直売所については、出荷者側と消費者側の利用者双方の利便性の観点

から立地や施設等諸条件を考慮のうえ、販売品取扱高の向上と収支が見込
める拠点については積極的な投資による事業再編を行
い、管内農畜産物の直接販売を増強し、農家手取りの
最大化に努めます。

❷統括本部エリアを越えた広域的な生産販売の取り組み
地域ブランドはその維持強化を図り

つつ、発展的に既存エリアを越えた外延
的生産拡大を検討します。広域化が有利
販売につながる品目は、産地間連携・統
合による「統一ブランド化」や南部産地
から北部産地へとつながる「リレー出荷
による長期販売体制の構築」など総合
的に検討を加え、より有益な方向へと誘
導していきます。新規品目は統一ブラン
ドとしての育成を目指した生産振興に取
り組みます。
 運送面においては業界の再編動向を注視しながら、集出荷・運送体制の再検討やリレー出
荷による出荷期間の延長、統一ブランドによる出荷ロットの増大などによる、輸送手段の安定
確保とコスト低減に取り組みます。
直売所においては広域的交流・連携ができる運営体制や運用機能の改善に取り組み、JAな

らではの多彩な品揃えなどをとおして集客力の増加につなげます。同時に、消費者の食卓へ
「美味しい」と「満足」を届ける架け橋として生産者の品質や安全・安心へのこだわりをPRする
イベントの開催などによって「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げ、出荷者と消費者相
互の利用拡大、販売品取扱高のアップ、消費者の農業へ対する理解の深化を図ります。
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JAの取り組み
●「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」
の育成

●産地の連携体制の強化
●全農や行政などと連携し、大都市圏及び県内で
の営業活動

●県内外の食品業者、加工業者、中食・外食業者
などと生産者のマッチング

●担い手・生産者組織などへの実需者ニーズに応じた
生産提案

営業活動の展開 ニーズの収集

組織面では、今後の地域農業の在り方について従来
の生産者組織域や統括本部の枠を越えて共に語り、共
に認識し、改革を要する共通課題には迅速かつ円滑な
対応を可能にする環境づくりに取り組みます。具体的
には、人的資源である産地リーダーが結集して、将来の
産地の在り方やブランド化、産物のロット拡大など産地
のパワーアップについて協議・改善をする産地振興連携
体制の広域化と活動の活性化を図ります。
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多様な農家ニーズへの対応
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情報交換・協議・改善

○産地の在り方
○産地ブランド
○特産物 PR など

産地
パワーアップ

本 店

行
政
並
び
に
関
係
団
体

連

　
　携

❷統括本部エリアを越えた広域的な生産販売の取り組み
地域ブランドはその維持強化を図り

つつ、発展的に既存エリアを越えた外延
的生産拡大を検討します。広域化が有利
販売につながる品目は、産地間連携・統
合による「統一ブランド化」や南部産地
から北部産地へとつながる「リレー出荷
による長期販売体制の構築」など総合
的に検討を加え、より有益な方向へと誘
導していきます。新規品目は統一ブラン
ドとしての育成を目指した生産振興に取
り組みます。
 運送面においては業界の再編動向を注視しながら、集出荷・運送体制の再検討やリレー出
荷による出荷期間の延長、統一ブランドによる出荷ロットの増大などによる、輸送手段の安定
確保とコスト低減に取り組みます。
直売所においては広域的交流・連携ができる運営体制や運用機能の改善に取り組み、JAな

らではの多彩な品揃えなどをとおして集客力の増加につなげます。同時に、消費者の食卓へ
「美味しい」と「満足」を届ける架け橋として生産者の品質や安全・安心へのこだわりをPRする
イベントの開催などによって「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げ、出荷者と消費者相
互の利用拡大、販売品取扱高のアップ、消費者の農業へ対する理解の深化を図ります。

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

❸知的財産権活用による販売の拡大
地域の文化、歴史、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」

や「地理的表示（GI）保護制度」「JAの登録商標」など知的財産権の活
用を図り、地場農畜産物の魅力を消費者に伝える地域ブランドの育成
とPR活動をとおして、販売の拡大に取り組みます。

❹消費者との信頼を築く食の安全確保対策の徹底
消費者の健康志向に根差した「安全・安心」な農畜産物へ対するトレンドは高く、「総合防除体
系：ＩＰＭ」導入による耕種的防除・物理的防除などの防除法を組み合わせた農薬使用回数を減
らす工夫の推進をはじめ、生産履歴記帳（トレーサビリティ）管理徹底を支援します。
また、高度化した「農畜産物（食品）の安全性を確保し、より良い農業経営を実現する取り組
み：ＧＡＰ（ギャップ）」を推進するとともに、その実践を支援します。

さらには「食品等事業者が、原材料の入荷から製品の出荷にいたる食品製造の全工程におい
て、異物混入など数々の考えられる危害を防止するために導入された、食品衛生チェックシステ
ム：ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」について、共同利用加工施設では改正食品衛生法の下、衛生管理の注意
事項の遵守と定期確認を確実に実践します。
同時に、地域循環環境保全型農業である「里海米」をはじめ、産地ブランドのイメージ向上を補
強する「生物多様性の保全」「野焼き防止」「脱炭素農業」の推進、さらには「被覆肥料にプラス
チックが含まれていることの周知」「環境に優しい肥料や栽培手法」の励行や地元学生との農業
体験交流を通じた「食品ロス軽減」など「持続可能な開発目標：SDGs」の推進に取り組みます。

（4）JA総合力を発揮する実践体制の充実
❶農業の担い手確保、育成に向けた営農指導、サポート体制の強化
将来の地域農業を担いリードする農家への事業包括的支援体制について総合的に見直し

つつ、統括本部の支援体制・機能についても順次統一化を図り、担い手農家対応の平準化及
び管理の統一化を進めます。
それぞれのニーズに応じた階層別支援を充実させるため、人材の能力や経験に応じた適正配

組織面では、今後の地域農業の在り方について従来
の生産者組織域や統括本部の枠を越えて共に語り、共
に認識し、改革を要する共通課題には迅速かつ円滑な
対応を可能にする環境づくりに取り組みます。具体的
には、人的資源である産地リーダーが結集して、将来の
産地の在り方やブランド化、産物のロット拡大など産地
のパワーアップについて協議・改善をする産地振興連携
体制の広域化と活動の活性化を図ります。

置を行い、多様な担い手農家へのサ
ポート機能を充実します。
経営規模の大きい中核的担い手には

「出向く営農活動」により、農業経営の
総合的な相談に応じる支援機能発揮に
向けた体制整備を加速させます。そして
得られた情報は、役職員間、関係部署間
で共有化する仕組みを作り、各行政並び
に関係団体とも連携を密にするなど、総
合事業提案ができる実践体制の構築に
より、担い手農家の満足度向上とJA事業拡大に取り組みます。
人材育成については、職員に広く営農指導員、農産物検査員、GAP指導員、毒劇物取扱責任
者などの各種認証資格の取得機会を提供し、得られた高い専門的能力を具備した人材は、地
域農業をリードする「中核的担い手」の対応かつJA本来の営農指導機能を高め持続させる主
軸として起用します。加えて、県農業普及指導員・JA職員OBの専門的知識・経験を有する人材
の登用により、担い手農家への直接対応の充実及び若手営農担当職員へノウハウを継承する
人材育成にかかる体制の強化を図ります。

❷青色申告サポート体制の拡充
統括本部それぞれに組織されている「農業青色申告会」の広域的連携活動に向けて協
議・検討します。そして、利用者の満足度向上に資する機能充実を目指し、青色申告サポート
にかかる広域連携体制の整備や活動内容の高位平準化に取り組みます。

将来的には「農業簿記記帳代行事業」を視野に入れ
て、JA利用農家の利便性向上並びに信頼関係の強化を
図ります。
これらの実現には、青色申告担当者の人材育成及び体
制づくりが必要になることから、研修体系などの整備を進
めます。

❸農業生産トータルコスト低減の取り組み
大規模ＪＡとしての効果発揮を目指し、栽培暦の広域化による肥
料・農薬など生産資材の集約に取り組みます。また、農畜産物の
「統一ブランド」化や「地域ブランド」の外延的拡大と併せた出荷・
包装資材集約による、予約購買品の物流（仕入れ）合理化及び効
率化を図り、生産・出荷・包装資材のコスト低減に取り組みます。
担い手農家への直送大型規格農薬や肥料の満車配送、さらに

は低価格商品や中古農業用機械の斡旋などによる生産コスト低
減に寄与します。加えて運送面では、流通コスト低減を目標に、効
率化と合理化の視点から物流システムの再構築に取り組みます。
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情報交換・協議・改善

○産地の在り方
○産地ブランド
○特産物 PR など

産地
パワーアップ

本 店

行
政
並
び
に
関
係
団
体

連

　
　携

❷統括本部エリアを越えた広域的な生産販売の取り組み
地域ブランドはその維持強化を図り

つつ、発展的に既存エリアを越えた外延
的生産拡大を検討します。広域化が有利
販売につながる品目は、産地間連携・統
合による「統一ブランド化」や南部産地
から北部産地へとつながる「リレー出荷
による長期販売体制の構築」など総合
的に検討を加え、より有益な方向へと誘
導していきます。新規品目は統一ブラン
ドとしての育成を目指した生産振興に取
り組みます。
 運送面においては業界の再編動向を注視しながら、集出荷・運送体制の再検討やリレー出
荷による出荷期間の延長、統一ブランドによる出荷ロットの増大などによる、輸送手段の安定
確保とコスト低減に取り組みます。
直売所においては広域的交流・連携ができる運営体制や運用機能の改善に取り組み、JAな

らではの多彩な品揃えなどをとおして集客力の増加につなげます。同時に、消費者の食卓へ
「美味しい」と「満足」を届ける架け橋として生産者の品質や安全・安心へのこだわりをPRする
イベントの開催などによって「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げ、出荷者と消費者相
互の利用拡大、販売品取扱高のアップ、消費者の農業へ対する理解の深化を図ります。

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

統括本部
生産者組織

❸知的財産権活用による販売の拡大
地域の文化、歴史、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」

や「地理的表示（GI）保護制度」「JAの登録商標」など知的財産権の活
用を図り、地場農畜産物の魅力を消費者に伝える地域ブランドの育成
とPR活動をとおして、販売の拡大に取り組みます。

❹消費者との信頼を築く食の安全確保対策の徹底
消費者の健康志向に根差した「安全・安心」な農畜産物へ対するトレンドは高く、「総合防除体
系：ＩＰＭ」導入による耕種的防除・物理的防除などの防除法を組み合わせた農薬使用回数を減
らす工夫の推進をはじめ、生産履歴記帳（トレーサビリティ）管理徹底を支援します。
また、高度化した「農畜産物（食品）の安全性を確保し、より良い農業経営を実現する取り組
み：ＧＡＰ（ギャップ）」を推進するとともに、その実践を支援します。

さらには「食品等事業者が、原材料の入荷から製品の出荷にいたる食品製造の全工程におい
て、異物混入など数々の考えられる危害を防止するために導入された、食品衛生チェックシステ
ム：ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」について、共同利用加工施設では改正食品衛生法の下、衛生管理の注意
事項の遵守と定期確認を確実に実践します。
同時に、地域循環環境保全型農業である「里海米」をはじめ、産地ブランドのイメージ向上を補
強する「生物多様性の保全」「野焼き防止」「脱炭素農業」の推進、さらには「被覆肥料にプラス
チックが含まれていることの周知」「環境に優しい肥料や栽培手法」の励行や地元学生との農業
体験交流を通じた「食品ロス軽減」など「持続可能な開発目標：SDGs」の推進に取り組みます。

（4）JA総合力を発揮する実践体制の充実
❶農業の担い手確保、育成に向けた営農指導、サポート体制の強化
将来の地域農業を担いリードする農家への事業包括的支援体制について総合的に見直し

つつ、統括本部の支援体制・機能についても順次統一化を図り、担い手農家対応の平準化及
び管理の統一化を進めます。
それぞれのニーズに応じた階層別支援を充実させるため、人材の能力や経験に応じた適正配

組織面では、今後の地域農業の在り方について従来
の生産者組織域や統括本部の枠を越えて共に語り、共
に認識し、改革を要する共通課題には迅速かつ円滑な
対応を可能にする環境づくりに取り組みます。具体的
には、人的資源である産地リーダーが結集して、将来の
産地の在り方やブランド化、産物のロット拡大など産地
のパワーアップについて協議・改善をする産地振興連携
体制の広域化と活動の活性化を図ります。

置を行い、多様な担い手農家へのサ
ポート機能を充実します。
経営規模の大きい中核的担い手には

「出向く営農活動」により、農業経営の
総合的な相談に応じる支援機能発揮に
向けた体制整備を加速させます。そして
得られた情報は、役職員間、関係部署間
で共有化する仕組みを作り、各行政並び
に関係団体とも連携を密にするなど、総
合事業提案ができる実践体制の構築に
より、担い手農家の満足度向上とJA事業拡大に取り組みます。
人材育成については、職員に広く営農指導員、農産物検査員、GAP指導員、毒劇物取扱責任
者などの各種認証資格の取得機会を提供し、得られた高い専門的能力を具備した人材は、地
域農業をリードする「中核的担い手」の対応かつJA本来の営農指導機能を高め持続させる主
軸として起用します。加えて、県農業普及指導員・JA職員OBの専門的知識・経験を有する人材
の登用により、担い手農家への直接対応の充実及び若手営農担当職員へノウハウを継承する
人材育成にかかる体制の強化を図ります。

❷青色申告サポート体制の拡充
統括本部それぞれに組織されている「農業青色申告会」の広域的連携活動に向けて協
議・検討します。そして、利用者の満足度向上に資する機能充実を目指し、青色申告サポート
にかかる広域連携体制の整備や活動内容の高位平準化に取り組みます。

将来的には「農業簿記記帳代行事業」を視野に入れ
て、JA利用農家の利便性向上並びに信頼関係の強化を
図ります。
これらの実現には、青色申告担当者の人材育成及び体
制づくりが必要になることから、研修体系などの整備を進
めます。

❸農業生産トータルコスト低減の取り組み
大規模ＪＡとしての効果発揮を目指し、栽培暦の広域化による肥
料・農薬など生産資材の集約に取り組みます。また、農畜産物の
「統一ブランド」化や「地域ブランド」の外延的拡大と併せた出荷・
包装資材集約による、予約購買品の物流（仕入れ）合理化及び効
率化を図り、生産・出荷・包装資材のコスト低減に取り組みます。
担い手農家への直送大型規格農薬や肥料の満車配送、さらに

は低価格商品や中古農業用機械の斡旋などによる生産コスト低
減に寄与します。加えて運送面では、流通コスト低減を目標に、効
率化と合理化の視点から物流システムの再構築に取り組みます。
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❹消費者との信頼を築く食の安全確保対策の徹底
消費者の健康志向に根差した「安全・安心」な農畜産物へ対するトレンドは高く、「総合防除体
系：ＩＰＭ」導入による耕種的防除・物理的防除などの防除法を組み合わせた農薬使用回数を減
らす工夫の推進をはじめ、生産履歴記帳（トレーサビリティ）管理徹底を支援します。
また、高度化した「農畜産物（食品）の安全性を確保し、より良い農業経営を実現する取り組
み：ＧＡＰ（ギャップ）」を推進するとともに、その実践を支援します。

さらには「食品等事業者が、原材料の入荷から製品の出荷にいたる食品製造の全工程におい
て、異物混入など数々の考えられる危害を防止するために導入された、食品衛生チェックシステ
ム：ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」について、共同利用加工施設では改正食品衛生法の下、衛生管理の注意
事項の遵守と定期確認を確実に実践します。
同時に、地域循環環境保全型農業である「里海米」をはじめ、産地ブランドのイメージ向上を補
強する「生物多様性の保全」「野焼き防止」「脱炭素農業」の推進、さらには「被覆肥料にプラス
チックが含まれていることの周知」「環境に優しい肥料や栽培手法」の励行や地元学生との農業
体験交流を通じた「食品ロス軽減」など「持続可能な開発目標：SDGs」の推進に取り組みます。

（4）JA総合力を発揮する実践体制の充実
❶農業の担い手確保、育成に向けた営農指導、サポート体制の強化
将来の地域農業を担いリードする農家への事業包括的支援体制について総合的に見直し

つつ、統括本部の支援体制・機能についても順次統一化を図り、担い手農家対応の平準化及
び管理の統一化を進めます。
それぞれのニーズに応じた階層別支援を充実させるため、人材の能力や経験に応じた適正配

置を行い、多様な担い手農家へのサ
ポート機能を充実します。
経営規模の大きい中核的担い手には

「出向く営農活動」により、農業経営の
総合的な相談に応じる支援機能発揮に
向けた体制整備を加速させます。そして
得られた情報は、役職員間、関係部署間
で共有化する仕組みを作り、各行政並び
に関係団体とも連携を密にするなど、総
合事業提案ができる実践体制の構築に
より、担い手農家の満足度向上とJA事業拡大に取り組みます。
人材育成については、職員に広く営農指導員、農産物検査員、GAP指導員、毒劇物取扱責任
者などの各種認証資格の取得機会を提供し、得られた高い専門的能力を具備した人材は、地
域農業をリードする「中核的担い手」の対応かつJA本来の営農指導機能を高め持続させる主
軸として起用します。加えて、県農業普及指導員・JA職員OBの専門的知識・経験を有する人材
の登用により、担い手農家への直接対応の充実及び若手営農担当職員へノウハウを継承する
人材育成にかかる体制の強化を図ります。

❷青色申告サポート体制の拡充
統括本部それぞれに組織されている「農業青色申告会」の広域的連携活動に向けて協
議・検討します。そして、利用者の満足度向上に資する機能充実を目指し、青色申告サポート
にかかる広域連携体制の整備や活動内容の高位平準化に取り組みます。

将来的には「農業簿記記帳代行事業」を視野に入れ
て、JA利用農家の利便性向上並びに信頼関係の強化を
図ります。
これらの実現には、青色申告担当者の人材育成及び体
制づくりが必要になることから、研修体系などの整備を進
めます。

❸農業生産トータルコスト低減の取り組み
大規模ＪＡとしての効果発揮を目指し、栽培暦の広域化による肥
料・農薬など生産資材の集約に取り組みます。また、農畜産物の
「統一ブランド」化や「地域ブランド」の外延的拡大と併せた出荷・
包装資材集約による、予約購買品の物流（仕入れ）合理化及び効
率化を図り、生産・出荷・包装資材のコスト低減に取り組みます。
担い手農家への直送大型規格農薬や肥料の満車配送、さらに

は低価格商品や中古農業用機械の斡旋などによる生産コスト低
減に寄与します。加えて運送面では、流通コスト低減を目標に、効
率化と合理化の視点から物流システムの再構築に取り組みます。

時代の先端をリードする情報通信技術（ICT）、省力化技術（ス
マート農業含む）など新システム・技術の導入による生産性の向上
やコスト低減及びサポート担当者の人材育成も視野に入れた活
動を展開します。
担い手の多様なニーズに対応した、供給価格の低減をより確

かなものにする運営コストの低い資材店舗、利便性の高い資材
店舗づくりを進め、農家が集える環境を整えます。
多数ある農業関連施設については、施設老朽化の度合い、運
営コスト、処理能力、稼働率、利用率など総合的に考慮しながら、
統括本部を越えた農業関連施設の広域利用による効率化と合
理化や拠点化などについて、トータルコスト低減の観点から検討
を加え、有益かつ可能な施設から再編・整備に着手します。

大
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揮

トラクターの残価設定リースの提案推進

肥料メーカーの満車直送の提案推進

農業担い手直送規格の農薬をはじめ
低コスト資材の提案

仕入体制の強化

物流体制の整備
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❹消費者との信頼を築く食の安全確保対策の徹底
消費者の健康志向に根差した「安全・安心」な農畜産物へ対するトレンドは高く、「総合防除体
系：ＩＰＭ」導入による耕種的防除・物理的防除などの防除法を組み合わせた農薬使用回数を減
らす工夫の推進をはじめ、生産履歴記帳（トレーサビリティ）管理徹底を支援します。
また、高度化した「農畜産物（食品）の安全性を確保し、より良い農業経営を実現する取り組
み：ＧＡＰ（ギャップ）」を推進するとともに、その実践を支援します。

さらには「食品等事業者が、原材料の入荷から製品の出荷にいたる食品製造の全工程におい
て、異物混入など数々の考えられる危害を防止するために導入された、食品衛生チェックシステ
ム：ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」について、共同利用加工施設では改正食品衛生法の下、衛生管理の注意
事項の遵守と定期確認を確実に実践します。
同時に、地域循環環境保全型農業である「里海米」をはじめ、産地ブランドのイメージ向上を補
強する「生物多様性の保全」「野焼き防止」「脱炭素農業」の推進、さらには「被覆肥料にプラス
チックが含まれていることの周知」「環境に優しい肥料や栽培手法」の励行や地元学生との農業
体験交流を通じた「食品ロス軽減」など「持続可能な開発目標：SDGs」の推進に取り組みます。

（4）JA総合力を発揮する実践体制の充実
❶農業の担い手確保、育成に向けた営農指導、サポート体制の強化
将来の地域農業を担いリードする農家への事業包括的支援体制について総合的に見直し

つつ、統括本部の支援体制・機能についても順次統一化を図り、担い手農家対応の平準化及
び管理の統一化を進めます。
それぞれのニーズに応じた階層別支援を充実させるため、人材の能力や経験に応じた適正配

置を行い、多様な担い手農家へのサ
ポート機能を充実します。
経営規模の大きい中核的担い手には

「出向く営農活動」により、農業経営の
総合的な相談に応じる支援機能発揮に
向けた体制整備を加速させます。そして
得られた情報は、役職員間、関係部署間
で共有化する仕組みを作り、各行政並び
に関係団体とも連携を密にするなど、総
合事業提案ができる実践体制の構築に
より、担い手農家の満足度向上とJA事業拡大に取り組みます。
人材育成については、職員に広く営農指導員、農産物検査員、GAP指導員、毒劇物取扱責任

者などの各種認証資格の取得機会を提供し、得られた高い専門的能力を具備した人材は、地
域農業をリードする「中核的担い手」の対応かつJA本来の営農指導機能を高め持続させる主
軸として起用します。加えて、県農業普及指導員・JA職員OBの専門的知識・経験を有する人材
の登用により、担い手農家への直接対応の充実及び若手営農担当職員へノウハウを継承する
人材育成にかかる体制の強化を図ります。

❷青色申告サポート体制の拡充
統括本部それぞれに組織されている「農業青色申告会」の広域的連携活動に向けて協
議・検討します。そして、利用者の満足度向上に資する機能充実を目指し、青色申告サポート
にかかる広域連携体制の整備や活動内容の高位平準化に取り組みます。

将来的には「農業簿記記帳代行事業」を視野に入れ
て、JA利用農家の利便性向上並びに信頼関係の強化を
図ります。
これらの実現には、青色申告担当者の人材育成及び体
制づくりが必要になることから、研修体系などの整備を進
めます。

❸農業生産トータルコスト低減の取り組み
大規模ＪＡとしての効果発揮を目指し、栽培暦の広域化による肥
料・農薬など生産資材の集約に取り組みます。また、農畜産物の
「統一ブランド」化や「地域ブランド」の外延的拡大と併せた出荷・
包装資材集約による、予約購買品の物流（仕入れ）合理化及び効
率化を図り、生産・出荷・包装資材のコスト低減に取り組みます。
担い手農家への直送大型規格農薬や肥料の満車配送、さらに

は低価格商品や中古農業用機械の斡旋などによる生産コスト低
減に寄与します。加えて運送面では、流通コスト低減を目標に、効
率化と合理化の視点から物流システムの再構築に取り組みます。

時代の先端をリードする情報通信技術（ICT）、省力化技術（ス
マート農業含む）など新システム・技術の導入による生産性の向上
やコスト低減及びサポート担当者の人材育成も視野に入れた活
動を展開します。
担い手の多様なニーズに対応した、供給価格の低減をより確

かなものにする運営コストの低い資材店舗、利便性の高い資材
店舗づくりを進め、農家が集える環境を整えます。
多数ある農業関連施設については、施設老朽化の度合い、運
営コスト、処理能力、稼働率、利用率など総合的に考慮しながら、
統括本部を越えた農業関連施設の広域利用による効率化と合
理化や拠点化などについて、トータルコスト低減の観点から検討
を加え、有益かつ可能な施設から再編・整備に着手します。
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被害軽減に向けて、農業者の捕獲免許取得への誘導、講習会や研修会への参加促進など人
材の育成確保を図ります。
実践にあたっては、被害防止活動に積極的に参画しつつ農業者や専門的知識を有する猟友
会と連携して、被害防止対策に取り組みます。
被害の大きいイノシシやシカは、集落全体を囲む「集落柵」整備の意識啓発と施工推進による
優良農地の確保対策に取り組み、捕獲獣については加工商品の販売や開発を含めて各行政並
びに関係団体と連携して有益な利活用を模索します。

❸農業者の安全と経営の安心
農作業の安全啓発や農業災害保険の加入促進と併せて、収入
保険への加入を提案するなど、「農業者の安全」並びに「経営
の安心確保」に向けた推進活動を展開します。
また、農業者の「農業労災保険」への円滑な加入を図るた
め、本店に運用機能を集中させた「労働保険事務組合・特定
加入団体」を設置して、各統括本部を窓口に未利用地域への適
用拡大と加入促進を図ります。

❹農業経営事業
地域農業の維持、農業環境の保全と管理を目指して次の事
業に取り組みます。
水稲経営は、農地の維持と地域活性化の観点から、地域に

おける「コスト削減モデル経営体」としての実践を目標に事業
展開します。水稲の請負作業は、肥料散布・薬剤防除など担い手
農家の作業支援に取り組みます。
園芸経営では、施設を有効に利用した面積拡大や単位収量・品質

の向上による売り上げ高増加に努めながら、新規就農者への経
営モデルとしての指標の明確化と技術習得に寄与するととも
に、職員研修の場としても活用します。
牧場経営については、常に優良繁殖牛導入による受胎率の
向上に視点をおき、子牛の増産を図ります。子牛の育成にあ
たっては、肥育牧場への早期移動によるコスト低減や個体管理
の徹底による肥育ロスの縮小など、一貫経営メリットを活かした収
支改善を図ります。

（単位：千円）
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（5）次世代へつなげる農業環境の整備
❶農用地の遊休防止対策
農用地の遊休化防止対応として、未利用農地の担い手への集積や新規就農者への利用斡旋、
土地利用型作目の導入など、農地のフル活用に向けた利用調整にあたります。これらを進める
にあたっては、担い手農家への農地の利用集積・集約化による次世代につながる豊かな地域農
業の創造と農村社会の活性化を目指し、各行政並びに関係団体、農地中間管理機構と連携して
普及活動に取り組みます。

❷鳥獣被害対策
本県の鳥獣による農林水産被害額

は、近年は捕獲頭数の増加や防護柵な
どの整備が進み減少傾向にはあるもの
の、依然として担い手農家の経営に甚
大な被害が及ぶ実態にあります。

出典：岡山県農林水産部　調べ

岡山県の鳥獣による農林水産被害額の推移

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

20



被害軽減に向けて、農業者の捕獲免許取得への誘導、講習会や研修会への参加促進など人
材の育成確保を図ります。
実践にあたっては、被害防止活動に積極的に参画しつつ農業者や専門的知識を有する猟友
会と連携して、被害防止対策に取り組みます。
被害の大きいイノシシやシカは、集落全体を囲む「集落柵」整備の意識啓発と施工推進による
優良農地の確保対策に取り組み、捕獲獣については加工商品の販売や開発を含めて各行政並
びに関係団体と連携して有益な利活用を模索します。

❸農業者の安全と経営の安心
農作業の安全啓発や農業災害保険の加入促進と併せて、収入
保険への加入を提案するなど、「農業者の安全」並びに「経営
の安心確保」に向けた推進活動を展開します。
また、農業者の「農業労災保険」への円滑な加入を図るた
め、本店に運用機能を集中させた「労働保険事務組合・特定
加入団体」を設置して、各統括本部を窓口に未利用地域への適
用拡大と加入促進を図ります。

❹農業経営事業
地域農業の維持、農業環境の保全と管理を目指して次の事
業に取り組みます。
水稲経営は、農地の維持と地域活性化の観点から、地域に

おける「コスト削減モデル経営体」としての実践を目標に事業
展開します。水稲の請負作業は、肥料散布・薬剤防除など担い手
農家の作業支援に取り組みます。
園芸経営では、施設を有効に利用した面積拡大や単位収量・品質

の向上による売り上げ高増加に努めながら、新規就農者への経
営モデルとしての指標の明確化と技術習得に寄与するととも
に、職員研修の場としても活用します。
牧場経営については、常に優良繁殖牛導入による受胎率の
向上に視点をおき、子牛の増産を図ります。子牛の育成にあ
たっては、肥育牧場への早期移動によるコスト低減や個体管理
の徹底による肥育ロスの縮小など、一貫経営メリットを活かした収
支改善を図ります。
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（5）次世代へつなげる農業環境の整備
❶農用地の遊休防止対策
農用地の遊休化防止対応として、未利用農地の担い手への集積や新規就農者への利用斡旋、
土地利用型作目の導入など、農地のフル活用に向けた利用調整にあたります。これらを進める
にあたっては、担い手農家への農地の利用集積・集約化による次世代につながる豊かな地域農
業の創造と農村社会の活性化を目指し、各行政並びに関係団体、農地中間管理機構と連携して
普及活動に取り組みます。

❷鳥獣被害対策
本県の鳥獣による農林水産被害額

は、近年は捕獲頭数の増加や防護柵な
どの整備が進み減少傾向にはあるもの
の、依然として担い手農家の経営に甚
大な被害が及ぶ実態にあります。

出典：岡山県農林水産部　調べ

岡山県の鳥獣による農林水産被害額の推移
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5. 部門別の振興策
（1）米穀部門
❶米の振興
国内の人口減少や食の多様化に伴って、全国的に米の消費量が減少しているなかで、需給

バランスを的確に把握しつつ、実需と結びつく品種・食味の追求や栽培手法にこだわる付加価
値の高い米生産を基本に、量的ブランド力向上に取り組みます。
米に携わる担い手農家と流通関係者が共同理念の下、需要に結びつく米生産を共に推進

する体制を構築し、契約取引など信頼関係に基づく安定的な取り引きの拡大と併せて、業務
用・加工用など安定需要が見込めるそれぞれの用途に応じた米作りを進めます。
また、産地交付金などを活用した非主食用米、麦・大豆、地域振興作物や高収益園芸作物な

どの作付け推進による水田フル活用に取り組み、新たな産地の創造と農家所得の向上を目指
します。具体的には、次のとおりです。
ＪＡ管内で、広域に亘って地域の特徴を生かした多数の品種が栽培されている現状を踏まえ、
広域の強みを活かした販売ロット拡大による有利販売を目指し、推奨品種への集約化を図り
ます。集約の方向として、「コシヒカリ」「あきたこまち」「きぬむすめ」「ヒノヒカリ」「朝日」「アケ
ボノ」の6品種を主食用米重点振興品種に設定します。
日本穀物検定協会が毎年実施する米食味ランキングの特Ａ取得を確たるものとして、岡山県
産米の認知度向上によるブランド化と、品質並びに生産意欲の
向上を目指します。生産活動と並行して、岡山米ブランドの定着
化とイメージ向上を目的としたＰＲ活動はじめ各種イベントを開
催するなど、積極的な販売促進に取り組みます。
中食・外食業者など実需者の要望の強い業務用米の生産につ

いて、業務用多収穫品種の導入を進めるなど、持続可能な農業
経営基盤の確立を念頭に取り組みます。

ＪＡグループ岡山が推奨する地域循環環境保全型事業としての「里海
米」については、統一ブランドとして需給に携わる関係者がワンチーム
体制の下、生産拡大に向けた誘導による農家手取りのアップを図り
ます。

米集荷数の目標

品　種　・　銘　柄

主食用米

戦略作物

備  蓄  米
合　　 計

（うち里海米）

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
あきたこまち
ひ と め ぼ れ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
に こ ま る
朝 日
ア ケ ボ ノ
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米
飼 料 用 米
米 粉 用 米
加 工 用 米
新市場開拓用米

102,210
82,005
6,902
93,774
27,184
12,128
25,352
25,354
12,111
16,978
16,308
63,296
7,350
1,695
121
2,514

495,280
32,382

108,150
85,886
5,500
99,936
27,252
13,500
25,200
24,500
12,210
17,750
14,253
73,000
7,410
1,800
730
2,900

519,977
34,000

109,350
86,900
4,500

102,700
27,252
14,100
25,300
23,600
11,910
17,750
13,839
73,550
6,210
1,800
730
2,850

522,341
37,000

110,050
87,900
4,000

105,700
27,440
15,200
24,900
22,700
12,310
17,750
11,960
73,550
6,210
1,800
730
2,350
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5. 部門別の振興策
（1）米穀部門
❶米の振興
国内の人口減少や食の多様化に伴って、全国的に米の消費量が減少しているなかで、需給

バランスを的確に把握しつつ、実需と結びつく品種・食味の追求や栽培手法にこだわる付加価
値の高い米生産を基本に、量的ブランド力向上に取り組みます。
米に携わる担い手農家と流通関係者が共同理念の下、需要に結びつく米生産を共に推進

する体制を構築し、契約取引など信頼関係に基づく安定的な取り引きの拡大と併せて、業務
用・加工用など安定需要が見込めるそれぞれの用途に応じた米作りを進めます。
また、産地交付金などを活用した非主食用米、麦・大豆、地域振興作物や高収益園芸作物な

どの作付け推進による水田フル活用に取り組み、新たな産地の創造と農家所得の向上を目指
します。具体的には、次のとおりです。
ＪＡ管内で、広域に亘って地域の特徴を生かした多数の品種が栽培されている現状を踏まえ、
広域の強みを活かした販売ロット拡大による有利販売を目指し、推奨品種への集約化を図り
ます。集約の方向として、「コシヒカリ」「あきたこまち」「きぬむすめ」「ヒノヒカリ」「朝日」「アケ
ボノ」の6品種を主食用米重点振興品種に設定します。
日本穀物検定協会が毎年実施する米食味ランキングの特Ａ取得を確たるものとして、岡山県
産米の認知度向上によるブランド化と、品質並びに生産意欲の
向上を目指します。生産活動と並行して、岡山米ブランドの定着
化とイメージ向上を目的としたＰＲ活動はじめ各種イベントを開
催するなど、積極的な販売促進に取り組みます。
中食・外食業者など実需者の要望の強い業務用米の生産につ

いて、業務用多収穫品種の導入を進めるなど、持続可能な農業
経営基盤の確立を念頭に取り組みます。

ＪＡグループ岡山が推奨する地域循環環境保全型事業としての「里海
米」については、統一ブランドとして需給に携わる関係者がワンチーム
体制の下、生産拡大に向けた誘導による農家手取りのアップを図り
ます。

米集荷数の目標

品　種　・　銘　柄

主食用米

戦略作物

備  蓄  米
合　　 計

（うち里海米）

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
あきたこまち
ひ と め ぼ れ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
に こ ま る
朝 日
ア ケ ボ ノ
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米
飼 料 用 米
米 粉 用 米
加 工 用 米
新市場開拓用米

102,210
82,005
6,902
93,774
27,184
12,128
25,352
25,354
12,111
16,978
16,308
63,296
7,350
1,695
121
2,514

495,280
32,382

108,150
85,886
5,500
99,936
27,252
13,500
25,200
24,500
12,210
17,750
14,253
73,000
7,410
1,800
730
2,900

519,977
34,000

109,350
86,900
4,500

102,700
27,252
14,100
25,300
23,600
11,910
17,750
13,839
73,550
6,210
1,800
730
2,850

522,341
37,000

110,050
87,900
4,000

105,700
27,440
15,200
24,900
22,700
12,310
17,750
11,960
73,550
6,210
1,800
730
2,350

524,550
40,000
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❶-1　園芸重点品目（野菜・花き）振興の目標
野菜5品目、花き2品目とし、県行政並びに関係団体の策定する「岡山県野菜振興計画」及

び「岡山県花き振興計画」との整合性を保ちつつ、生産振興を図ります。

❷麦・大豆振興
水田のフル活用に重要であり、食料自給率・自給力の向上に資する作物として、経営所得安
定対策を活用し、需給に応じた作付け推進を図ります。
大麦は、生産性の向上を図り、小麦については、多収穫で製麺性に優れ加工にも適した品
種「ふくほのか」の生産振興を図り、6次化など実需に結びつける取り組みを展開します。
黒大豆は地域と一体となって、さらなる外延的拡大を目指した生産振興に取り組みます。

麦・大豆集荷数の目標

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：t）

大　　麦
小　　麦
裸　　麦
合　　計
白　大　豆
黒　大　豆
合　　計

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：ha）

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

麦

大　豆

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

生産面積の目標

（2）園芸部門
地域における生産者組織・品目の維持強化に取り組み、広域化が可能でメリットが発揮で

きる生産者組織・品目については、産地連携や産地統合などロットの拡大化やリレー出荷を見
据えた活動を行います。
管内で生産される販売額の大きい品目、広域に生産拡大を推進する品目を「園芸重点振興
品目（統一ブランド）」と位置づけて、広域振興を図ります。地域で特産的に生産される品目は
「地域特産品目（地域ブランド）」、将来の魅力ある農業を担うと見込まれる新たな品目は「新
規導入品目（新規ブランド）」と位置づけた生産振興を図ります。

722.0
456.5
23.1

1201.6
151.3
361.7
513.0

24.4
10.5
10.2
25.7
31.3
102.1
6.7
3.7
10.4

556,925
226,294
191,367
142,497
97,793

1,214,877
64,693
321,684
386,377

655,639
300,600
221,388
147,760
115,660
1,441,047
70,270
280,000
350,270

669,439
318,870
236,445
157,460
120,860
1,503,074
70,870
290,000
360,870

682,339
336,840
240,245
167,460
125,960
1,552,844
73,470
300,000
373,470

24.2
11.4
10.6
26.1
31.9
104.2
6.7
3.2
9.9

24.6
11.9
11.1
27.0
32.2
106.8
7.0
3.2
10.2

25.0
12.2
11.5
27.9
32.4
109.0
7.5
3.5
11.0

684.5
465.0
16.0

1165.5
157.9
407.5
565.4

674.5
471.0
16.0

1161.5
148.9
433.9
582.8

674.5
476.0
16.0

1166.5
148.9
483.9
632.8
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❶-1　園芸重点品目（野菜・花き）振興の目標
野菜5品目、花き2品目とし、県行政並びに関係団体の策定する「岡山県野菜振興計画」及

び「岡山県花き振興計画」との整合性を保ちつつ、生産振興を図ります。

❷麦・大豆振興
水田のフル活用に重要であり、食料自給率・自給力の向上に資する作物として、経営所得安

定対策を活用し、需給に応じた作付け推進を図ります。
大麦は、生産性の向上を図り、小麦については、多収穫で製麺性に優れ加工にも適した品
種「ふくほのか」の生産振興を図り、6次化など実需に結びつける取り組みを展開します。
黒大豆は地域と一体となって、さらなる外延的拡大を目指した生産振興に取り組みます。

麦・大豆集荷数の目標

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：t）

大　　麦
小　　麦
裸　　麦
合　　計
白　大　豆
黒　大　豆
合　　計

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：ha）

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

麦

大　豆

品　　目
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

生産面積の目標

（2）園芸部門
地域における生産者組織・品目の維持強化に取り組み、広域化が可能でメリットが発揮で

きる生産者組織・品目については、産地連携や産地統合などロットの拡大化やリレー出荷を見
据えた活動を行います。
管内で生産される販売額の大きい品目、広域に生産拡大を推進する品目を「園芸重点振興
品目（統一ブランド）」と位置づけて、広域振興を図ります。地域で特産的に生産される品目は
「地域特産品目（地域ブランド）」、将来の魅力ある農業を担うと見込まれる新たな品目は「新
規導入品目（新規ブランド）」と位置づけた生産振興を図ります。

722.0
456.5
23.1

1201.6
151.3
361.7
513.0

24.4
10.5
10.2
25.7
31.3
102.1
6.7
3.7
10.4

556,925
226,294
191,367
142,497
97,793

1,214,877
64,693
321,684
386,377

655,639
300,600
221,388
147,760
115,660
1,441,047
70,270
280,000
350,270

669,439
318,870
236,445
157,460
120,860
1,503,074
70,870
290,000
360,870

682,339
336,840
240,245
167,460
125,960
1,552,844
73,470
300,000
373,470

24.2
11.4
10.6
26.1
31.9
104.2
6.7
3.2
9.9

24.6
11.9
11.1
27.0
32.2
106.8
7.0
3.2
10.2

25.0
12.2
11.5
27.9
32.4
109.0
7.5
3.5
11.0

684.5
465.0
16.0

1165.5
157.9
407.5
565.4

674.5
471.0
16.0

1161.5
148.9
433.9
582.8

674.5
476.0
16.0
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483.9
632.8
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❶-2　園芸重点振興品目（果実）の振興
果実は2品目とし、県行政並びに関係団体の策定する「岡山県果樹振興計画」との整合
性を保ちつつ、生産振興を図ります。

「地域特産品目」「新規導入品目」については、統括本部を中心として推進品目を設定し、地
域振興を図ります。

（3）畜産部門
全農をはじめ、各行政並びに関係団体と密に連
携し、販路開拓による有利販売の探求と生産基盤
の維持・拡大に努め、地域畜産クラスター協議会に
おける事業計画の下、粗飼料の自給率向上、飼育
規模の拡大、労働負担軽減に資する補助金の積極
的活用を図り、畜産農家を支援します。

❶和牛繁殖経営
小規模和牛繁殖農家の高齢化に伴って飼育農家数が減少しているなか、担い手飼育農家の
育成支援と繁殖和牛の増頭を推進します。
子牛の市場では、発育良好で優れた産肉性が期待される子牛を岡山和牛奨励子牛「おかや

ま四ツ☆子牛」に認定されており、子牛ブランドの認定率向上を後押しするとともに有利販売
につなげるPR活動を展開して、農家手取りのアップを目指します。

❷肥育牛経営
各地域のブランド牛については、既存のブランド力を
最大限活かしつつ、共通ネーミング「おかやま和牛」の
名の下でより一層のPR活動を展開し、さらなる知名度
アップと有利販売に取り組みます。

品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：ha）

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

生産頭数の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：頭）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
合　　計

販売品取扱高の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：千円）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
その他畜産
合　　計

生産面積の目標

365.5
704.2
444.5
139.0
9.4
22.7
25.5
10.1
53.0

1,189,054
7,136,374
3,715,245
2,628,900
236,929
186,307
113,293
91,330
164,369

1,270,566
7,379,175
3,843,168
2,755,111
234,418
183,807
114,519
92,440
155,712

1,294,666
7,677,794
3,977,207
2,925,288
232,168
186,656
117,106
93,890
145,479

1,304,666
8,065,248
4,140,716
3,157,116
231,648
186,894
119,514
97,262
132,098

365.5
709.6
446.5
147.6
9.0
22.7
25.4
10.1
48.3

366.4
714.1
449.3
152.3
8.5
22.7
26.2
10.2
44.9

368.9
717.4
454.0
158.1
8.3
22.7
26.2
10.3
37.8

2,399
2,645
2,665
7,709

2,422
2,631
4,565
9,618

2,521
2,701
4,565
9,787

2,532
2,712
4,865
10,109

2,564,869
1,771,089
104,672
483,529
4,924,159

2,560,373
1,754,850
131,500
360,850
4,807,573

2,635,981
1,784,650
135,000
372,500
4,928,131

2,644,981
1,791,240
135,000
392,500
4,963,721
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❶-2　園芸重点振興品目（果実）の振興
果実は2品目とし、県行政並びに関係団体の策定する「岡山県果樹振興計画」との整合
性を保ちつつ、生産振興を図ります。

「地域特産品目」「新規導入品目」については、統括本部を中心として推進品目を設定し、地
域振興を図ります。

（3）畜産部門
全農をはじめ、各行政並びに関係団体と密に連
携し、販路開拓による有利販売の探求と生産基盤
の維持・拡大に努め、地域畜産クラスター協議会に
おける事業計画の下、粗飼料の自給率向上、飼育
規模の拡大、労働負担軽減に資する補助金の積極
的活用を図り、畜産農家を支援します。

❶和牛繁殖経営
小規模和牛繁殖農家の高齢化に伴って飼育農家数が減少しているなか、担い手飼育農家の
育成支援と繁殖和牛の増頭を推進します。
子牛の市場では、発育良好で優れた産肉性が期待される子牛を岡山和牛奨励子牛「おかや

ま四ツ☆子牛」に認定されており、子牛ブランドの認定率向上を後押しするとともに有利販売
につなげるPR活動を展開して、農家手取りのアップを目指します。

❷肥育牛経営
各地域のブランド牛については、既存のブランド力を
最大限活かしつつ、共通ネーミング「おかやま和牛」の
名の下でより一層のPR活動を展開し、さらなる知名度
アップと有利販売に取り組みます。

品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：ha）

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

生産頭数の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：頭）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
合　　計

販売品取扱高の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：千円）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
その他畜産
合　　計

生産面積の目標

365.5
704.2
444.5
139.0
9.4
22.7
25.5
10.1
53.0

1,189,054
7,136,374
3,715,245
2,628,900
236,929
186,307
113,293
91,330
164,369

1,270,566
7,379,175
3,843,168
2,755,111
234,418
183,807
114,519
92,440
155,712

1,294,666
7,677,794
3,977,207
2,925,288
232,168
186,656
117,106
93,890
145,479

1,304,666
8,065,248
4,140,716
3,157,116
231,648
186,894
119,514
97,262
132,098

365.5
709.6
446.5
147.6
9.0
22.7
25.4
10.1
48.3

366.4
714.1
449.3
152.3
8.5
22.7
26.2
10.2
44.9

368.9
717.4
454.0
158.1
8.3
22.7
26.2
10.3
37.8

2,399
2,645
2,665
7,709

2,422
2,631
4,565
9,618

2,521
2,701
4,565
9,787

2,532
2,712
4,865
10,109

2,564,869
1,771,089
104,672
483,529
4,924,159

2,560,373
1,754,850
131,500
360,850
4,807,573

2,635,981
1,784,650
135,000
372,500
4,928,131

2,644,981
1,791,240
135,000
392,500
4,963,721

農
業
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（4）直売所部門
❶農産物直売所の振興
直売所は「生産者と消費者が直接交わる接点」として重要な位置にあります。生産者と消費
者双方の満足度を高める「産物交流」の体制整備や「晴ればれ直行便」の企画拡充など、消費
者が楽しみと親しみを持って直売所に足を運ぶ集客力のある売り場づくりを実践します。

消費ニーズを、生産企画や農産物加工、6次産業化による付加価値の向上など「魅力ある物づ
くり」に活かし、准組合員をはじめ、新たな出荷者の掘り起こしによる豊かな農産物の生産拡大
に取り組みます。加えて、統括本部間の連携による特産物交流をとおして、地域の特産物に「もの
がたり」を付加して食卓にお届けする「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げることで直
売所の活性化に努めます。

統括本部
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：人）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

出荷者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：千円）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

販売品取扱高の目標

796
2,072
1,229
1,320
593
466
966
7,442

291,982
843,357
423,147
294,407
148,055
102,519
376,326
2,479,793

296,750
853,000
431,500
298,000
155,000
105,000
380,000
2,519,250

296,750
860,000
435,000
302,000
155,000
105,000
380,000
2,533,750

296,750
1,100,000
435,000
307,000
155,000
107,000
380,000
2,780,750

810
2,105
1,256
1,350
600
470
973
7,564

825
2,140
1,264
1,390
600
475
982
7,676

825
2,330
1,272
1,430
600
480
994
7,931

消費者との信頼関係を結ぶ「安全で安心な農産物づくり」に
あたっては、生産者（直売所会員）向けの主要「野菜・農薬ハンド
ブック」に基づく農薬適正使用などの徹底を図ります。

JA直売所会員向け主要【野菜・農薬ハンドブック】

2022年 4月作成晴れの国岡山農業協同組合
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◎
散

布
液

の
作

り
方

1）
農
薬
を
希
釈
す
る
際
に
も
防
除
用
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

2）
こ
の
表
の
縦
軸
の
水
量
と
は
「
水
の
量
＋
薬
剤
量
」
の
合
計
で
す
。
特
に
高
濃
度
希
釈
液
を
作
る
場
合
に
は
、
注
意
（
溶
か
す
薬
剤
分
量
だ
け
水
の
分
量
を
減
ら
す
）
が
必
要
で
す
。

3）
農
薬
を
混
用
す
る
場
合
、
展
着
剤
、
液
剤
、
乳
剤
、
水
溶
剤
、
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
、
顆
粒
水
和
剤
（
Ｗ
Ｄ
Ｇ

/Ｄ
Ｆ
も
同
意
）
、
水
和
剤
の
順
に
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。

4）
展
着
剤
を
使
用
す
る
場
合
、
ま
ず
、
規
定
量
の
水
に
展
着
剤
を
入
れ
攪
拌
し
、
次
に
薬
剤
を
加
え
て
攪
拌
し
ま
し
ょ
う
。

　
※
初
め
に
入
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
な
い
展
着
剤
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ
ベ
ル
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

5）
乳
剤
の
単
用
の
場
合
は
展
着
剤
は
使
わ
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

6）
表
に
倍
率
・
水
量
の
項
目
が
な
い
場
合
は
、
次
の
計
算
に
よ
り
薬
量
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

簡
易
計
算
　

7）
混
用
時
に
は
必
ず
混
用
の
適
用
可
否
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
農

薬
の

散
布

方
法

1）
散
布
時
は
防
除
用
マ
ス
ク
、
手
袋
、
メ
ガ
ネ
、
防
除
衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

2）
風
の
無
い
日
の
午
前
中
に
散
布
す
る
か
、
夏
期
は
夕
方
近
く
の
涼
し
く
な
っ
た
時
に
散
布
す
る
な
ど
高
温
時
の
散
布
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

3）
噴
口
が
大
き
く
な
っ
た
ノ
ズ
ル
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

4）
隣
接
す
る
作
物
、
圃
場
に
は
散
布
薬
液
が
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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（4）直売所部門
❶農産物直売所の振興
直売所は「生産者と消費者が直接交わる接点」として重要な位置にあります。生産者と消費
者双方の満足度を高める「産物交流」の体制整備や「晴ればれ直行便」の企画拡充など、消費
者が楽しみと親しみを持って直売所に足を運ぶ集客力のある売り場づくりを実践します。

消費ニーズを、生産企画や農産物加工、6次産業化による付加価値の向上など「魅力ある物づ
くり」に活かし、准組合員をはじめ、新たな出荷者の掘り起こしによる豊かな農産物の生産拡大
に取り組みます。加えて、統括本部間の連携による特産物交流をとおして、地域の特産物に「もの
がたり」を付加して食卓にお届けする「作って元気！食べて元気！」の循環の輪を広げることで直
売所の活性化に努めます。

統括本部
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：人）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

出荷者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（単位：千円）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

販売品取扱高の目標

796
2,072
1,229
1,320
593
466
966
7,442

291,982
843,357
423,147
294,407
148,055
102,519
376,326
2,479,793

296,750
853,000
431,500
298,000
155,000
105,000
380,000
2,519,250

296,750
860,000
435,000
302,000
155,000
105,000
380,000
2,533,750

296,750
1,100,000
435,000
307,000
155,000
107,000
380,000
2,780,750

810
2,105
1,256
1,350
600
470
973
7,564

825
2,140
1,264
1,390
600
475
982
7,676

825
2,330
1,272
1,430
600
480
994
7,931

消費者との信頼関係を結ぶ「安全で安心な農産物づくり」に
あたっては、生産者（直売所会員）向けの主要「野菜・農薬ハンド
ブック」に基づく農薬適正使用などの徹底を図ります。

JA直売所会員向け主要【野菜・農薬ハンドブック】

2022年 4月作成晴れの国岡山農業協同組合
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こ
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用
マ
ス
ク
、
手
袋
、
メ
ガ
ネ
、
防
除
衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

2）
風
の
無
い
日
の
午
前
中
に
散
布
す
る
か
、
夏
期
は
夕
方
近
く
の
涼
し
く
な
っ
た
時
に
散
布
す
る
な
ど
高
温
時
の
散
布
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

3）
噴
口
が
大
き
く
な
っ
た
ノ
ズ
ル
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

4）
隣
接
す
る
作
物
、
圃
場
に
は
散
布
薬
液
が
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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薬
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（
ｇ
、
㎖
）
＝
水
量
（
ℓ
）
÷
倍
率
（
倍
）
×
10
00

水
量
（
ℓ
）

=薬
量
（
ｇ
、
㎖
）
×
倍
率
（
倍
）

 ÷
10
00

3,
00

0倍
4,

00
0倍
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00

0倍

1,
50

0倍
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00
0倍

1,
00
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Ⅶ
  農

薬
希

釈
早

見
表

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
姿
）

岡
山
県
農
業
の
現
状
と
課
題

基
本
方
針

1

2

3

戦 

略

4

部
門
別
の
振
興
策

5
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第 2 部

農 業 振 興 計 画

2022
年度

2024
年度

統 括 本 部 別

JA晴れの国岡山

津
 山

真
 庭

新 見 びほく
岡
山
西

倉
敷
か
さ
や

岡山東勝 英




